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株価収益率に割高感はない 

 2018年以降の企業業績は、堅調な世界景気と中国

景気の安定した拡大を背景に上方修正が継続する見

通しです。引き続き「情報技術」がけん引役になると見

られますが、2019年にかけては「金融」、「資本財・サー

ビス」、「生活必需品」などの2桁増益が見込まれるなど、

けん引するセクターのすそ野が広がると期待されます。 

けん引役は「情報技術」 

 2018年に入り、世界の株式市場と同様にアジア株式

市場も好調です。アジアを代表する株価指数である

MSCI AC アジア（除く日本）（以下、アジア株式指

数）は、2017年末にかけ一時調整していた「情報技

術」が値を戻す中、「素材」等がけん引し、史上最高値

を更新しました。 

1月も好調なアジア株式 
「情報技術」、「素材」が好調 

 2017年のアジア株式指数は前年比+38.7％と高い

上昇率となり、上昇スピードの速さから高値警戒感も

出ています。しかし、2017年12月末の予想株価収益

率は13.0倍です。データの取得が可能な2004年から

見ると、アジア株式指数の予想株価収益率はリーマン・

ショックの時期を除けば概ね12倍台を中心に±2倍台

程度で推移しています。過去水準と比較すれば、

13倍は必ずしも割高とは言えません。 

 セクターでは、「情報技術」の予想株価収益率が過去

と比べて高い水準で推移しています。ただ、2017年中

はほぼ14倍で推移する中で株価が堅調に推移してい

ました。ITや人工知能（AI）の需要拡大等が業績と

株価を支えており、予想株価収益率が大きく上振れる

ことなく推移している点は注目されます。 

株価収益率に割高感はない 
「情報技術」も14倍台前後で安定 

アジア株式市場の見通し 

【MSCI AC アジア（除く日本）の推移】 

（注）データは2015年1月2日～2018年1月8日。週次、米ドルベース。 
（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（ポイント） 

（年/月） 

けん引セクターの広がりにも期待 

（注1）データは2017年～2019年。 

（注2）1株当たり予想利益はI/B/E/S予想。米ドルベース。 

（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【1株当たり予想利益の前年比伸び率】 

【主要セクターの予想株価収益率】 

（注1）データは2004年1月～2017年12月。「情報技術」の予想株価収益率は

2008年12月～2009年7月にかけて21倍～39倍台で推移。 

（注2）予想株価収益率＝株価÷1株当たり予想利益。1株当たり予想利益は

I/B/E/S予想。米ドルベース。 

（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（年） 

（%） 

2015年1月2日＝100 

（倍） 

時価総額 2017 2018 2019

セクター 比率 (予想) (予想) (予想)

100.0 27.9 13.4 10.9

エネルギー 4.2 73.6 9.0 7.7

素材 4.7 40.1 7.6 8.4

資本財・サービス 6.8 34.6 2.8 10.0

一般消費財 9.1 7.9 25.8 17.0

生活必需品 4.5 1.9 6.9 12.3

ヘルスケア 2.7 13.7 19.7 22.9

金融 23.2 17.5 9.0 16.0

情報技術 32.2 58.7 19.4 8.9

電気通信 4.0 7.9 6.7 9.6

公共事業 2.7 ▲ 15.0 21.4 5.6

不動産 5.9 17.3 16.3 7.7

年
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http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171219as.html
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